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ムガル朝時代の文書行政について

近　藤 治

は　じ　め　に

　ムガル朝時代は文書が証拠としてものをいう文書主義の社会であった。よく発達した宮僚

機構を通して中央から地方に伝えられる通達も，地方から中央へ上げられる報告も，すべて

文書によるのが原則であり，官位や領地の授与も文書によって確認される必要があった。こ

のために実に多くの文書が発給，受理，保管された。このようなムガル朝の支配方式は，こ

れを評して「文書統治」（paper　governmeRt）と呼ばれるほどであった［Mohiuddin　l971：

98］o

　イスラーム世界の文書論として最近私の眼にとまったものだけでも，久保　1996，磯貝

1999，岩武　2000などの論考があって，それぞれ興味深い指摘がなされている。ムガル朝

時代の文書はかなりの部分が現在では散回しているが，それでも現存する文書量は膨大であ

り，現在もその整理と目録化が部分的ながら進められつつある。それについては，たとえば

デカン地方ハイダラーバードのアーンドラ・プラデーシュ州立文書館に保管されるシャー

ジャハーンおよびアウラングゼーブ時代のデカン統治関係文書の整理と目録公刊計画に関し，

私は以前に簡単ながら紹介しておいた［返藤　1984：119，124－125］。この整理作業のうち

シャージャハーン時代の文書を捉当したM．Z．アフメド（シャケーブ）は，ヤードダーシュ

ト（yad－dasht記録類）を除く文書を33種に類別し，ヤードダーシュトについては61種

に分類している　［Ahmed（Shakeb）　1977：xv－x欄。しかし久保氏がイスラーム時代の中

央アジア文書について紹介しているような，文書の社会的機能による分類とか，文書様式の

変遷などについては，十分目検討が進められているようにはまだ見受けられない。

　ところで，ムガル朝蒋代の公文書は皇室発給文書と窟庁発給文書とに2類別されることが

あるが［Tirmizi　1982：213－215］，勅令はもちろん皇室発給文書の筆頭に属するものであ

る。皇室発給文書には勅令のほか，戦勝を各地に布告する捷報（fath－nama）や，外國と

の条約（‘ahd－nama），皇太后または皇后の名によって下された下命書（bukm）三），皇子や

1）　アクバル時代の大ハーン（khan－i　khanan）のバイラーム・ハーン（Balram　K：han）とムヌイ

　ム・ハーン（Mun‘im　KhaR）は，例外的に下命書発給の特権をもっていtc［Tirmizi　1982：214；

　1989：154］o
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皇女名で出される令旨（nishan）などがあるが，皇帝が皇族ないし廷臣に指示を与えた勅

命書（maRshEr）や皇帝が筆耕（muRshi）に渡して記録にとどめるよう命じた短いメモ類

（ramz・u・ishara）なども，この類別に属する性格の文書ということができるであろう［Moh－

iuddin　1971：50－54］。皇室発給文書はすべて最初の2行を用紙の中程付近から書きはじめ，

約半分ないしそれ以下の長さに短くして書く約束になっていたが，これはもう一一方の種類で

ある官庁発給文書と区別するためにとられた方式であるとされる。

　官庁発給文書は皇室発給文書の確認と補強を行なう文書や，その内容を関係部暑に知らし

める布告，関係事案に関する撫令などが禽まれ，発給した窟庁当局者の印章が付される。小

稿では，種類も数量も膨大な数にのぼるこうした官庁発給文書はひとまず措き，ムガル朝時

代の文書行政の脊梁をなす勅令（farman）文書を取り上げ，それをいささか検討すること

によってこの時代の文書行政の一一端に触れてみたいと思う。はじめに，ムガル朝社会がまさ

しく文書主義の社会であったことを，『アクバル竹野』の記述を紹介しながら改めて指摘し

ておきたいQ

　なお小稿では，専門用語（テクニカル・ターム）をこれに最も近いと思われる訳語にあえ

て置き代えて使用している。これについて，誉者諸賢からご意見を頂戴できれば幸いである。

1　文書主義の社会

　ムガル朝疇代の政治・経済を支える官僚体劇は，皇室と軍隊と財務の3分野からなる。皇

室関係の財産管理を握当する最高の責任者は管財長嘗（mir－saman，　khan－samaR）である。

彼は皇室直轄の武器製造の窟営工房（karkhana）等の管轄，璽帝への献上品の管理，下賜

品の調達，宮廷職員の俸禄決定などのほか，死亡した官僚の一時的財産保管等を担当する部

署の責任者でもあった。

　膨張した軍隊を機成する軍人の俸禄を査定する責任者は監察長窟（mlr－bakhshT）であっ

た。士筥は平帯の裁可をえて方位（man＄ab）を叙任された一種の高等窟であり，監察長窟

は士官＝高等嘗を奏任する権隈も有していた。地租の徴収等財務関係を管轄する最高の責任

者は財務長官　（diwan－i　kull）　である。最も重責を担う筆頭の長官であるのでワジール

（wazir大臣）とも呼ばれた。

　『アクバル野州』全5部のうち最初の3部のタイトルは第1部門室」（manzil－abadi），

第2部「軍隊」（sipah－abadi），第3部「国土」（mulk－abadi）となっており，第3部では

各州毎の地租の課税と徴税に関する財務関係の記述が中心を占めているので，上に述べた皇

室・軍隊・財務の順の3分野の記述配置をとっているといえる。これら3分野の長官は，い

わば俗界にかかわるそれぞれの権限の責任者であった。これに対して，宗教・法律にかかわ

る権限の責任者が謂法長官（＄adr　al－sudrkr）であった。彼は宗教者・宗教施設等への愚門

地（suyUrghal，　madad－i　ma‘ash）の授与を推薦する権限をもっていた。
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　ムガル朝の官僚体鰯は，以上のような管財長官・監察長官・財務長富・司法長窟の4人の

長官に集約される4分野，4長亀暗紅をとっていた。ただし，アクバル時代，管財長密は実

際には置かれず，空席のままであった。このポストにはじめて就いたのは，次のジャハーン

ギール三代のミール・ムハンマド・バーキル（Mir　Mubammad　Baqir　1614－19在任）で

あった［Ali　1985：xxvii－xxix］。

　さて，『アクバル二三』第2部「軍隊」の「証書発給の条」（a’in－i　saranjam－i　asnad）

には次のような記述がある。引用文申〔〕内には補足語を記し，（）内には原語のスペ

ルや簡．単な説明，書い換えを記すことにした。以下も同様である。

　　取引の取り決めは，心の隠れ家から現われて二葉のやりとりがなされ，ペンを置いて確

　　認がなされ，真正の印章で正しく捺印されたときに達成される。このような文書は証書

　　（sanad）と呼ばれ，さまざまな人々はこれによって成功する。会計に与る者たちはこ

　　の証拠書類によって問責を免れ，希望を有する者たちは望みを遂げる。額に公正さの紅

　　がさした善良なる習熟者（役人）たちは，雷行を紙上に書きとどめ，記録を確かなもの

　　とする。こうした記録はダフタル（daftar）2）と呼ばれる。皇帝はこの件についても深

　　い注意を払い，適切な方法を指示された。皇帝は公正な性格を有した善良な書き手で理

　　解力のある患実な者をこの仕事に当て，ダフタルを無欲な翌二者たちの手に委ね，その

　　手綱を自らの監視のもとにつなぎ止めた。それ（ダフタル）は3種を越えることはない。

　　〔その一つ〕　アブワープ・アルマール　（abwab　al－mal財政部門）　は国家の地租

　　（kharaj）に関するものであって，増減の原因を述べ，収納されたあらゆる種類の富が

　　これに記される。〔次に〕アルバーブ・アッタハーウィール（arbab　a1－t的awil）3）。皇

　　室の支出の状態と，宝庫係たちの収支の調査，種々の購入と売却の出納記録はここにお

　　いて行われる。〔第3に〕タウジーフ（taujih俸禄簿）。軍隊の俸禄はこれによって支

　　給され，収支状況が記録される。

　　　証書には二二に皇帝の玉璽のみのものがいくっかある。またいくつかは帝国の各部門

　　の印章と署名を付し，次いで皇帝の玉璽が押されるものがある。高窟たちの印章が捺印

　　されるものは，多くの場合この方式を取らない。［AA：1，193一圭943

　ここではまず，印章を付した証書のもつ重要性を，取引に例をとりながら一般的に説明し，

役人たちについても同様であるとして，文書主義の原則が官庁に貫いていることを明らかに

している。またここでは，役人たちの書き記す書類つまりは役所が，大きく分けると財政

部門と皇室関係部門と軍隊関係部門とに3分区されることも明らかにしている。

2）　ダフタルには記録したもの，つまり書類や帳簿の意味のほかに，これらを綴じた書類束や書類

　入れの意味，さらにはこれらの書類束や書類入れを収めた役概や事務所の意味がある。

3）ta願w11はtabwilの複数形で，転送・引渡し・賃物等の意。アルバーブ・アッタハーウィール

　は字義的には「転送者」「貢物撞当者」の意であるが，ここでは皇室関係部門を意味している。
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　これは，ムガル朝の官僚体制が，上に述べたように，宗教界にかかわる司法関係部門を別

にすれば，皇窒と軍隊と財務の3分野によって構成されており，それぞれが管財長窟と監察

長宮と財務長官によって統轄されていたことを論題にして記されたものであることはいうま

でもない。ただし，このド証書発給の条」においては財政部門を皇室と軍隊よりも爾の筆頭

において紹介しているが，ムガル朝の官僚体制の権限と秩序からいっても，これは当然のこ

とであろう。

　またこの引用箇所は，証書に豊帝の玉璽が押されたものと，そうではなく高官たちの印章

の捺印のみのものとに大別されることも明らかにしている。公文書が塁室発給文書と宮庁発

給文書とに2類別されることと対応した記述である。

ff　勅令の発給手順

　勅令の発給手順については，『アクバル会典』第2部「軍隊」の「書記官の条」（a’至n－i

waqi‘a－Rawlsi）で言及されているので，ここではまずこの条を紹介することにする。

　　〔これは〕優れた制度であって，帝国にとって不可欠なものであるばかりでなく，すべ

　　ての集國にとっても必要なものである。これについては古い時代でも述べられているが，

　　今の御代になって真実のものとなった。信頼のおける能筆で公正な14人の書き手

　　（bitikchOが任命されて毎日2人が任に就き，14日で当番（naubat）が一巡する4）。

　　また洞察力に応じてこの業務に何人かの適任者たちが〔予備に〕選ばれ，各自は1Hだ

　　けに備えて待機する。もしかの14人のなかの1人にやむをえぬ事情が生ずれば，彼は

　　その職務に就く幸運をえる。彼らは今日の書葉でコ一手ル（kotal）5）と呼ばれる。〔書

　　記官は〕皇帝の命令と行動を記録し，帝国の所管長窟たちの上奏を記録する。さらに

　　〔皇帝の〕飲食，就寝と起床，立居振舞，幸運と歓待に満ちた朝餐で過ごす時間，特甥謁

　　見の間および公衆謁見の聞への臨席，狩猟の状況，動物の供犠，移動と滞在，忠告，誓

　　願，論書，学衛書の聞き敢り，喜捨，褒賞，日毎および月毎の勤め，臣下の窟位，俸禄，

　　領地，アルマース金（armas）6），恩賞地（suyUrg憾），地租（kharaj）の増減，地代

　　（ijara）7），購入，送金，貢納金（peshkash），派遣，勅令の発給，玉璽の捺印，奏闘の

4）英訳者のブロックマンは，2H連続就任の書記蜜2人のうち玉人が毎臼交代していく雁行方式

　により14日で一巡する舗度であったと説明しているが，まずそれに違いないであろう
　［Blochmann　1873：258　n．　2］．

5）予備馬，空馬を意味する蒙古語起源のことばで，ここでは正規の役人に対して予備登録の役人

　をいう。

6）　ブ。ックマンはテキストのimasを英語版ではirmasと読み，　armasと読む可能性も指摘して

　いるが［Blochmann　1873：25G　n．5］，大阪外国語大学のハーシェム・ラジャブザーデ客員教授

　（Professor　Hashem　Rajabzadeh）はarmasを読む方がよいという。下賜金のこと。

7）ijaraには微税請負の意もある。
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　　受理，返書の報告，〔臣下たちの〕偶侯，辞去，〔伺侯〕期間の確定，出廷取り止め，戦

　　争と勝利と和平，貴顕の死亡，動物の闘争と賭け，〔四足動物の〕死，極刑，赦免，大

　　赦婚姻，出生，チャウガーン（chaugan）8），チャウパル（chaupar）9），双六（nard），

　　チェス（shaζranj），ガンジファ（gaRjifa）10），並びに天体および地上の諸現象，季節

　　の巡り，事件の報告〔を記録する〕。

　　　賢明で公正な廷臣の一人の承認をえて，この有能な人物（書記官）の書いたB誌

　　（roz－Ramcha）は皇帝のもとに届けられ，承認をえる。かの書き手（書記宮）は記録

　　を清書し，これに自分の印章を押して点検を受け，にれに〕秘書官（parwanchi）ID

　　と奏聞密（mir一‘arz）t2＞の印章，並びにかの承認を受けた人物（廷臣の一人）の印章が

　　捺印される。この文書は今日ではやードダーシュト（yad－dasht）と呼ばれる。腕が立

　　ち儒頼のおける一人の能書家（khwush－nawis）13）が男liに任命される。この文書（ヤード

　　ダーシュトのこと）が完成すると，彼はそれを受け取って自分のところに置き，趣旨に

　　応じて書面に書き上げ，自分の印章を押してその代りに提出する。これに書記窟の印章

　　と署名，および〔関係宮庁〕官房（risala）〔の責任者〕14）と奏聞官と執事（darogha）

　　の捺印が付される。この文書はターリーカ（ta‘liqa）と呼ばれ，書き手はターリーカナ

　　ゥィース（ta‘liqa－nawis登記官）と呼ばれる。次いで，上に述べた方法に従って政

　　府の他の高潤たちの承認印が押印される。世界の主（giti－khudawand　皇帝）の思い

　　抱くところは，慎重な文書作りがよろしく行われ，時宜に応じ準則に照らして過不足す

　　ることなく，背徳心のある卑劣漢は追放され，賢明な善良者は信任を受け，また有能者

　　は恐怖から解放され，不実な忘却者はそれにふさわしい扱いを受けることである。

　　［AA：　1，　i92　一　193］

　ムガル朝中央政府のおかれた宮廷には，ここに引用した史料で明らかなように，14人の

書記官（waqi‘a－Rawis）が任命され，2人ずつが当番となるが，そのうち1人ずつが毎Ei

8）　『アクバル会心』第2部の徐興の条」（a’in－i　nasha三一bazi）でチャウガーンが紹介されている

　［AA：1，214－215；Blochmann　1873：297－298］。馬上競技，ポn。

9）『アクバル会典』第2部の「余興の条」でチャウパルも紹介されている［AA：L218－219；

　Blochmann　l873：303・一・3G4〕。4人で演じる穴子遊び。アクバルはファテプル・シークリーの宮

　殿中庭に碁盤状の競技面を描かせ，カードの代りに女奴隷を使ってこの濾出遊びに興じたことで

　有名。

10）『アクバル四声』第2部の「余興の条」でガンジファも紹介されている　［AA：1，220－222；

　Blochmann　1873：306－308］。カード遊びで，ガンジーファ（ganjlfa）ともいう。

ll）各官庁の官房（risala）にあって，関係部署に下す通達（parwancha）の作成に係わる役人と

　思われる。

12）皇帝への上奏文，請願書を取り次ぐ酵母。

13）三幅の文書周（dar　al－insha’）にいる専門の書家。

14）　リサーラダール（risala－dar）またはサーヒビ・リサーラ（§ahib－i　risala）と称される官房長

　［Qureshi　1966　：　82　＆　n．　44］．
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交代する雁行方式によって14日で一巡するようになる剃度がとられていた。彼らのうちの

事故ある者に代る予備の書記宮も待機していた。当番になった書記富の第1の任務は，詳し

い日誌を記すことであった。B誌に記録する項目は，引用史料にあるように皇帝の欝行から

はじまって季節の巡り（天候），事件報告に至るまで，実に多方面に及んでいる。

　この日誌は，官廷に当直している高官の1人の検閲を受けた後至5），彼を通して皇帝のもと

に騒げられてその承認を受け，しかる後再び当番の書記官の手元に戻される。引用文中に

「かの書き手は記録を濤書し」とあるのは，担当書記當が事案毎に清書して書類を作成した

ことをさしていると思われる。この書類は，清書した書記宮と検閲担当の高密との署名捺印

を付して関係部署に測され，そこで秘書官と奏聞官の署名捺印もなされる。これが「ヤード

ダーシュ碍と呼ばれる書類である。

　ヤードダーシュトは一般に覚え書や，帳簿，記録を意味するが，ここでは各官庁の部署で

保管される「原簿」の意味であろう。勅令の発給手順の上から見るならば，これは勅令の箪

国用の原簿に当たるものであって，勅令作成の第1段階に相当するものということができる。

　このヤードダーシュトが今度は能書家の手によって，ヂ時事に応じて書面に書き上げ」ら

れていく。つまり，勅令は勅舎様式の書面，通達は通達様式の書面というように，原簿の内

容と葭的に海じてそれぞれの様式に書き上げられていくのである。この書面には，これを書

き上げた詣の能書家の署名捺印がなされるのはいうまでもないが，他に撫当した当番書記官，

および関係官庁の官房長，それに奏聞官と宮廷執事の署名捺印が付される。こうして所定の

様式に従って書かれ，必要な署名捺印の付された文書は「ターり一力」と呼ばれる。これは

「登記簿」の意に遍いであろう。そして勅令発給の手順上からすれば，勅令作成の第2段階

に相当するもの，ということができる。

　勅令作成の第3段階，つまり最終段階は勅令正本が作成される段階である。これについて

は，引用史料は山上に述べた方法に従って政府の他の高潤たちの承認印が押印される」との

み記している。領地授与の勅令か，階位認証の勅令か，それとも恩賞地授与の勅令かなど，

勅令の性格によって，揮印される高宮の承認印は異なってくる。そしていずれの勅令にも，
　　　おもてめん
最後に表面上段に押されるのが皇帝の玉璽であった。勅令正本が作成される第3段階につ

いては，勅令の2形態について述べる次節のなかで紹介することにする。

皿　勅令の二つの形態

　『アクバル会典』によれば，元宮には二つの形態があった。一つは登記勅令（farman－i

　　　　　　　　しらじ§abti），もう一つは白地勅令（farman－i　baya4i）である。通例の勅令はすべて登記勅令で

i5）　アブル・ファズル自身，何度もこのような検閲役を果たしている。
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あって，これには皇帝の花押と玉璽が不可欠であり，それに加えて関係部署の多くの役人た

ちの署名捺印が付されることになる。

　登記勅令については，先に紹介した『アクバル会典』第2部の「証書発給の条」が詳しい。

1節で引用した文に続けて，登記勅令発給の主要な対象を三つに分けて先ず紹介している。

　　登記勅令。これは三つの場合に発給される。第1は，最高の官職，すなわち宰相職16），

　　総督職E7），皇子の後見職18），大貴族職19），諸侯職（nabiyati）2。），財務長嘗職（wizarat）21），

　　監察長宮職（bakhshigari）22），濁法長官職（＄adarat）23）の叙任。第2は，月極め〔の

　　俸禄／を伴わぬ領地（laglr　bid甑一i　mahiy2na）24），新たに開かれた圏（征服地）の安

　　堵，それに，土地を領国として授与する場合。第3は，恩賞地，バードローザ（bad－

　　roza）25），荒蕪地（biqa‘一i　khira）の授与の場合である。［AA：1，194］

すなわち，登記勅令が発給されるのは，第1に宰相，州総督，皇子後見，財務長蜜等の任命

の場合であり，第2に領地の授与，征服地の管轄等の場合であり，第3に恩賞地授与等の場

合であった。

　『アクバル会典』のこの条は，上の引用文に続けて，領地の授与に関する登記勅令の発給

の手続について，なお詳しく記している。著者のアブル・ファズルをはじめとして，当時の

関係者たちには自明のことであったであろうが，現在から見れば必ずしもすべてが明らかで

ある訳ではない。しかし興味深い記述であるので，次にこれも紹介してみることにしよう。

　　ターり一力が用意されると，領地担当周長（dlwan－i　lagir）は俸禄（tankhah）の支

　　給を承認する。　もし弓馬の証明書　（yarligh～i　dagh）26）カliあれば，再び監察窟たち

　　（bakhshiyan）の点検に回され，その証明書の裏側に「特別なり」と記入される。そ

16）宰槽（wakil）の職。常設ではない。1574年以降のアクバル時代，僅かに2人の宰相，　Muzaffar

　Khan　Turbati（1574－76在任），‘Aziz　Koka（1594－1602在任）が任命されただけであった［Ali

　l985　：　xx　vii－xxmi］e

17）総督（sipa－salar，　sipah－salar）の職。各州の最高責任者。史料にはハーキム（類kim）とし

　ても出てくる。後にはスーバダール（釦ba－dar）の呼称が普及した。

18）皇子の後見（ataliq－i　shahzada）の職。各皇子に付けられた。

19）　大貴族（amir　a1－umra）の職。複数。

20）各地の1日支配者たちの職。

21）財務長窟（wazir，　dlwan－i　ku11）の職。

22）監察長門（mir　bakhshi）の職。

23）　司法長窟（＄adr　al一§ud自r）の職。

24）　月極めの俸禄とは，軍役に躯じ月額を基準にして算定される俸禄。月俸。これを伴わぬ領地と

　は，軍役を免除されたまま保有を認められた領地。ブロックマンは，このような領地はbedagh

　umaballiと呼ばれていたようだという［Blochmann　1873：261　n，1］。

25）　テキストの注疏［AA：1，194　n．2〕によると，別の写本ではba－rozanaとなっている。臼極

　めで算定された宗教施設，慈善院等への下賜金。日俸。

26）軍役を伴なう領地を保有する者は閲兵閲馬の命に服し，軍馬に閲馬の烙印（dagh）を受ける。



26 近　藤 治

　　して〔支給額が〕計算され，この役所の係窟たちは兵籍簿（chihra－nawisi）27）を作

　　成する。帝国の閲馬関係が終わると，大監察官（bakhshi－yl　buzurg）28）はターり一力

　　を受取り，月俸（rnahiyana）を定める形で記された文書に自分の署名と捺印を付して

　　認可する。この文書は現在の雷葉でサルハット（sar－kha￥俸禄証明）と呼ばれる。

　　この文書は他の監察官たちの部署へも送られ，特別の印章が押される。財務長

　　窟（diwan）29）はこれを自分のところに取り寄せ，月俸および年俸（saliyaRa）の額

　　を示して皇帝に報告する。領地に関する勅令においては，その題書き（‘unwan）の

　　ところに「俸禄登記簿（ta‘llqa－yi　ta切に記入すべし」と記す。書き手（bitikchi）た

　　ちはこれを証書として保管し，夕一リーカに書き上げる。〔この文書は〕最初に財務

　　長官が「登記せり」と書いて確認し，担当部署の捺印とともに，財務長窟，監察長官

　　（bakhshi）30），主計局長（mushrif～i　diwan）の印章が押され，その上部には皇帝の

　　裁可のあったことが記され，〔再び〕財務長官の確認がなされる。俸禄局長（§abib－i

　　taujlh）31）がこの最終のターり一力を手元において点検し，その詳細を〔正本となる〕勅

　　令の裏書（zimn）に記録して自分の署名と捺印をする。次いで会計監査宮（mustaufi）

　　が厳重な点検を行ない，署名と捺印をする。この後ナージル（nagir）32）と監察宮たち

　　が署名と捺印をする。次いで財務長宮と主計局長と宰相の印章が押される。［AA：

　　1，　194］

　ここに引用した『アクバル軸距』の記述は，登記勅令作成の第2段階に相当する「ター

り一力」の段階から，最終段階の勅令正本が用意されるまでの段階の手続きの過程を上した

ものであるが，その内容はかなり複雑である。この史料の読み取り方を一案として下に示し

ておこう。「ヤードダーシュト」をもとにして「ターり一力」が用意されると，領地授与の

勅令を発給するには，俸禄支給業務の絃楽責任者である領地担当局長の承認をまず受けなく

てはならない。領地の受領予定者がすでに悪馬の点検を受けてその証明書を所持している場

合は，それをもとにして，監察長官所管の監察省において受領予定者は兵籍簿に登録される。

こうして閲馬関係の手続きが終ると，監察長富は件の「ターリ一斗」を取り寄せ，それをも

とにして俸禄証明（サルハット）を発行する。これによって当該の俸禄支給は最終的に確認

されたことになり，その俸禄額相当の地租収入の見込まれた領地を授与するための勅令発給

作業が，さらにこれ以後も淀みなく進められていくことになる。

27）兵籍簿には各兵士の慮身・回歴・身体的特徴・俸禄といった個人情報が記入される。

28）監察長富（rnlr－bakhshi）のこと。軍入＝黒帯の俸禄査定の最高責任者。

29）　この場合はd獅an－i　kullと同じ。

3G）　この場合はmly－bakhshiと同じ。

31）軍人＝官僚対象の俸禄業務を撞当する。taujihは俸禄簿。

32）財務長窟を補佐する財務長窟補か［難asan　1967：239－240］。
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　すなわち，財務長官はこの俸禄証明をもとにして皇帝に上奏し，嶺該受領予定者の俸禄額

の裁可を受ける。次いで，俸禄登記簿への転記を済ませた後，記録係たちは最終版の「夕一

り一力」文書を書き上げる。これには財務長官，監察長宮以下の押印が付される。これは，

いわば勅令の原本に当るものであり，これにもとづいて勅令の正本が作成される。そしてそ

の裏面には，俸禄局長が最終版「ターリーカ」に照してその内容の要約を裏書として記録す

るのである。

　アブル・ファズルは上に続けて，

　　現金支給の命令が出された場合も，同様の鋼度によって授与されるが，この種の勅令

　　（farman）は今日の言葉でバラーート（barat俸禄証書）33）と呼ばれる。［AA；1，194］

と述べ，宮廷の業務を行なう役人や使用人，皇室直轄の官営工房で働く従業員等への俸給の

支給が，領地授与の認可の勅令と同様の発給手続きをとる俸禄証書（バラート）によってな

されていたことを明らかにしている。また恩賞地の授与についても，岡じくこの条のなかで

次のように述べている。

　　恩賞地（suyargha1）の場合，〔勅令は〕会計監査宮（mustaufi）に続いて愚典局長

　　（diwan－i　sa‘adat）34）の部署に國され，次いで，司法長富（§adr）35）が財務長官の署名

　　捺印の後に自らの印章を押す36）。［AA：1，195］

　このような俸給授与のバラートも恩賞地授与の勅令も，領地授与の勅令の場合と岡三に，

下僚機構の煩填な登記手続きを経た後に発給されるものであり，大きくくくってみれば，い

ずれも登記勅令の丁丁に属するものであった。

　これに対して，白地勅令は登記の手続きによって遅延したり，関係者以外に周知となった

りすることを避けて，緊急，極秘に発給される場合の勅令である。この場合は，玉璽のみを

付して皇帝のもとから直ちに発給される。これについては『アクバル会典』第2部の「印章

の順位の条」のなかで簡潔に説明されているので，その箇所をここに史料として紹介しよう。

　　白地勅令。いくつかの勅命（abkam）が遅滞したり誰かに知られたりしないように，皇

　　帝の指令書（manshar－i　muqaddas勅令のこと）には玉璽によってのみ飾られるもの

　　があり，これはそのような名（白地勅令）で呼ばれている。折り重ねた勅令は両端を揃

　　え，新たに〔別の｝紙を結えて封印し，中味が部外者の眼に触れないようにする。封印に

　　はクナール（kunar）やバル（bar），ピーパル（Plpal）37）その他の木の樹脂が使用され

33）　小切手に梅当するもので，これを里示すると俸禄が得られる制度となっていた。

34）　司法長省のもとで恩賞増授与等の賞与闘題を擾当する責任者。

35）　この場合は§adr　al－sudrtrと岡じ◎

36）恩賞地授与の場合は，司法長野が財務長官より上位の責任者であったことを，このような印章

　押印の先後の記述によって示している。

37）　クナールは，テキストの注記［AA；1，ig6　n．2］にあるようにkIkarと岡じであれば，アカ

　シア。バルは三三，ピーパルは菩提樹o
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　　る。これは蝋のように火で柔らかくなり，冷めると凝獺して堅くなる。£AA二1，196］38＞

このように勅令の封印方法についても，ここでは明らかにしている。

以上に紹介したように，勅令には形態上，大姦して登記勅令と白地勅令の2種類のあった

ことが分る。一般の勅令は登記勅令であった。そこで次に節を改めて，登記勅令の形式につ

いて述べることにする。

W勅令の形式

　勅令は，表の面にも裏の面にも書面として記入される。勅命を文章化した勅令本文はもち

ろん表面に書かれるが，裏面にも勅令の内容を摘記した裏書や，勅令の登記の過程と確認を

示す記入や署名捺印が施されている。表面も勅令本文の記入のみならず，花押，玉璽などさ

まざまな形式上の約束事が施されている。そこで，勅令の表面から順次その形式を簡単なが

ら見ていくことにする。

　（i）頭書（sar－nama）

　勅令表面の最上部に書かれるのが頭書である。神を讃える短い旬や縁起のよい文字が，

本文よりもやや碧き目の文字で書かれる。たとえばHuwa　al－Ghana（「自在なる神よ」），

Huwa　al－Akbar（「偉大なる神よ」），　Allahu　Akbar（「神は偉大なり」），　Bismi一’11ahi’r－

Raりmani’r－Ra類mi（「大慈大悲の御名にかけて」）や，アルファベッ5冒頭の文字アリフな

どである。これらのいずれかが頭書として書かれるが，それが朱書されることもある。

　（it）　花押（tughra）

　頭書の下に書かれる。花押は皇帝，または皇后や皇子等発給者の名と称号が装飾的な飾り

文字で書かれる39）。花押とはいえ，これは専門の花押書き（tughra’1）によって書かれるこ

とになっていた。全体が正方形か矩形の形となるように工夫され，墨か朱か金泥で書かれる

か，あるいはこれらを交じえて書かれる。特に垂直線が独特のリズム感を出すようにして書

かれる。このような花軍は皇帝の威厳を示すものであるとされる。また皇盾の下命書の場合

には，花揮の代りに題書き（‘unwaR）がなされることが多い4。）。

38）　「白地勅令」は，英語版では独立した条の扱いとなっているが£Blochmann　1873：264］，この

　テキストでは「印章の順位の条」の一節として扱われている。ラクナウ版［AA（Lucknow）：1，

　242］も大英図書館所蔵写本BL．　Add．7652，　f．　99　aも，独立した条立てとはしていない。

39）　たとえばアクバルの花押はFar憩an－i　Jalaluddin　Mu阜arnmad　Akbar　Padshah　Ghazi，ジャ

　ハーンギールの花押はFarman－i　Abu’i－Mu呂affar　NGruddin　Mu葦ammad　Jahangir　Padshah

　Ghazi，シャージャハーンの花押はFarrnan－i　Abu’レMu照ffar　Shihabuddin　M頗ammad＄a類b

　Qiran－i　Sani　Shahjahan　Padshah　Ghazi，アウラングゼーブの花押はFarman－i　Abu’1一多afar

　Mubyi’uddin　Mubammad　Aurangzeb　‘Alamgir　Bahadur　Padshah　Ghazl．

40）　たとえばアクバル時代の墾后マリヤム・ザマーニーの下命書には耳ukm－i　Maryam　Zamaniと

　飾り書きで題書きがなされていた。
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　（避）玉璽（muhr）

．玉璽は，花押とともに施されてあれば，その当該文書の発給者が皇帝その人であること，

従ってその文書がまさしく勅令であることを示すものである。『アクバル会典』第1部「皇

室」の「玉璽の条」（a’in－i　nigin－i　shahanshahl）において，玉璽に関する記述がなされて

いるので，その一部をここで紹介することにしよう。

　　印章は帝国の三つの部Fi4i）それぞれが使用しているが，あらゆる人々にとっても取引に

　　なくてはならぬものである。現治世の初期，刻印師のマウラーナー・マクスード（Mau－

　　lana　Maq§nd）が責任者となり，鋼鉄の表面の円周上に　〔現皇帝の〕御名とサーヒ

　　ブ・キラーン　（＄abib　Qiran　ティムール）　に至る崇高な先祖たちの名をリカー体

　　（khat－i　riqa‘書簡体）で刻した。そしてその後は〔現皇帝の〕御名だけをナスター

　　リーク体で刻み込んだ。また訴訟に関してはミフラーブのような形のものが用意され，

　　至高なる御名の周りに次の対句が書かれていた。対句。

　　　公正は神の意にかなうものなり

　　　直路に迷いし旧いまだあらず

　　タムキーン（Tamkin）は2番目の玉璽を新たに作製した。その後デリーのマウラー

　　ナー・アリー・アフマド（MaulaRa‘Ali　A摯mad）がこれら二つの構図に改変を加えた。

　　それより小さな円形のものはウズーク（uzUk）と呼ばれ，登記勅令（farman－i§abti）

　　にこれが使用される。大きなものは，そのなかに先祖たちの崇高な名も刻まれ，各地の

　　諸王宛に用いられたが，今日では〔これが〕両用のために使用される。その他の勅命

　　（ahkam）用には方形の玉璽があり，それにはアッラーフ・アクバル・ジャッラ・ジャ

　　ラールフ（Allahu　Akbar　Jalla　Jalaluhg）42）と刻されている。後宮の用務のためには，

　　特別の印章が用いられた。また各勅令の末尾に付すために別の印童が用意され，いくつ

　　かの形のものに刻された。〔AA：1，47－48！

　これによると，アブル・ファズルがガアクバル会典』を書いた当時，アクバルの宮廷には

いくつかの種類の玉璽があった。登記勅令用に使用されていた玉璽はウズークと呼ばれる型

の円形玉璽であり，王侯に宛てて出される外交文書等に付される玉璽は，ティムールに至る

歴代の皇帝・スルターン名の列記とともに，中央に現皇帝名を刻した大型の円形玉璽であっ

た。後になるとこの大型の玉璽が登記勅令にも使用されるようになった，とアブル・ファズ

ルはいう。このほかに方形の玉璽や，後宮の用務のための玉璽，勅令の末尾に付すための玉

璽も用意されていたという。アクバル時代のこれらの玉璽のうち，今Bその印影をよく眼に

することができるものは，登記勅令と外交文書等に共用されるようになった大型の円形玉璽

41）　すでに指摘したように，帝国の墨窒と軍隊と財政の3部門をさす。

42）「アッラーは偉大なり。神の栄光は至高なり」の意。同時に，アクバルの名前であるJalaluddin

　Mubammad　Akbarを踏まえたものと解されている。
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である。ジャハーンギール蒔代になると方形の玉璽が多用されるようになり，以後こうした

方形玉璽の使用が定着していく。

　玉璽はハーレムにおいて皇后のもとに保管されることになっており，そこで勅令作成の最

後の段階として押されることになっていた。押印する位置は勅令の上部であるが，花押との

組み合せでその位置が微妙に異ってくる。すなわち，アクバル時代の前期では玉璽は花押の

真下1こ押されていたが43），アクバル時代の後期になってくるとこの配置は逆転して，玉璽は

花押の真上に押されるようになり44），ジャハーンギール時代およびシャージャハーン時代で

は玉璽は花押の右側に横に並んで押されており45），アウラングゼーブ晴代になってくると玉

璽は再び花押の真下に押されるようになってくるのである46）

　皇帝の手形を押して親愛の情を示すことがあったが，こういう事例は多くなかった。ま

た，アクバル末期に皇帝の信任の厚かった廷臣アサド。ベーダ・カズウィーニー（Asad　Beg

Qazwlni）は，デカン地方に赴任中，アフマドナガルの実力者マリク・アンバル（Malik

‘Ambar）に勅令を下すように上奏したところ，皇帝の花押と玉璽のみを付した勅令を受取

り，それに必要に応じて文面を草するようにとの命を受けたということであるが［Alam＆

Subrahmanyam　2000：124］，こういう事例もまた稀であったはずである。

　（iv）本　　文

　最初の2行は短く，約半分ないしそれ以下の長さで書くのが勅令の決りの形式である。署

頭部では勅令の名宛人の称号と名前，領地や恩賞地の授与の場合は土地の所在地と面積，境

界等が記され，それに勅令が発給されるに至った経緯も触れられることがある。次に本文の

中心的内容部がくる。勅令本文中に，発給者である現皇帝名が記されることはない。どうし

ても皇帝名を記す必要のあるときは，本文中のその箇所を空白としておき，皇帝名を上方の

余白部に記入するという方法がとられる［Goswamy＆Grewal　i967：135，　n．2〕47）。先帝

の名前を記す必要がある場合には，識で記される48）。

43）　たとえば回歴967隼（1559－60）のアクバルの勅令こHabib　1997：285］。

44）　たとえばアクバルの治世第40年（1595　一　96）と治世第48年（1603－04）の勅令［Modi　1903＝

　facing　76］，および治世第41葎（1596　一　97）の勅令［Goswamy＆Grewal　1967：57］。

45）　ジャハーンギール時代については，　たとえば治世元年　（1605－06）　の勅令　［Goswarny＆

　Grewal　l967：76］，および治世第14年（1618－19）の勅令　［M◎di　1917－20：facing　49G］。

　シャージャハーン時代については，たとえば小稿で紹介する治世第4無（1631－32）の勅令
　［Ahmed　（Shakeb）　1977　：　Plate　No．　1　］．

46）　たとえば小稿で紹介するアウラングゼーブ時代の二つの勅令は，このような押印形式をとって

　いる。

47）　中央アジアでも，君霊や高名な聖者等を文書中に書こうとする場合，本文中には書き込まず，

　祈願文とともに余白部に書き記すのが通例となっていたことについては，磯貝　1999：55n．3参

　照。

48）歴代塁帝の認号は次の通り。バーブルFirdaus　Makani，フマーユーンJannat　Ashiyani，アク

　バル‘Arsh　Ashiyan王，ジャハーンギールJannat　Makani，シャージャハーンFlrdaus　Ashiyanl，

　アウラングゼーブKhuld　Makani，バハードゥル・シャー1世Khuld　Manzii。
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　本文の結論部には，勅令の文面に関係する役入たちを挙げ，彼らが厳正に勅令の内容を実

施するよう有無をいわせぬ口調で強調した文章が配される。これは一般に「念押し」

（ta’kid　u　tahdid）と呼ばれる文章であって，いくつかのパターン化した文章のうちの一つ

が憩いられることが多い［Mohiuddin　1971：69－70；Tirmizi　1989：25G］。

　ジャハーンギールやシャージャハーンは，自ら勅令本文を書くことや，1～2行の追加文

を書くことがあった。これも皇帝が抱く特別の親愛の気持を示そうとしたものであると考え

られるが，こういう事：例は多くはなかったようである。

　（v）発給日

　勅令の発給臼は本文の最末尾に記される。バーブルとフマーユーンは太陰暦の回暦を使用

していたが，アクバルは1584年から春分日を年初とする太陽暦を採用し，これを即位元年

まで遡って適用することとした。月名もイラン風の月名を使用した。この新しい暦年法は欽

定暦（Ta’rlkh－i　I12hi）と称された。この暦年法はジャハーン聖心ルによって継承されたが，

シャージャハーンは再び太陰暦に変更し，月名にはイラン風の月名の使用も認めた。アウラ

ングゼーブ以降も太陰暦による暦年法を継続し，月名も回暦風になっていく［Tirmizi　1982：

222］o

　本文の末尾に近い余白に，サード（sad）の文字の独立形が目につくことがある。これは，

皇帝が勅令本文を通覧して承認した際に，その確認の印として「正確なり」（§abiり）の略

号として書かれたものであるといわれる［Sarkar　1963：221－222］49＞。この時に，先述した

ように，皇帝が自ら1～2行書き加えることがあった。

　次は勅令の裏面である。すでに勅令の発給手順や形態のところで触れておいたように，勅

令の裏面はその作成と発給のために諸官庁がどのようなかかわりをもったかという過程を，

きわめて技術的に開示しているということができる。裏面のうちでも，勅令の内容を把握す

るうえで重要なのはジムン（limxx）である。

　（vi）　ジムン（裏＝書）

　ジムンは手紙の包み，封筒を意味したが，勅令等の場合には文書の裏面に記された，証

書本文の内容の摘記を意味する。これによって勅令の内容が具体的に確認できる訳である。

リチャーズはジムンについて，これを「裏面に明記された明細」（the　delai王s　specified　on

the　reverse）としているが［Richards　1986：34　R，1］，妥漫な説明であろう。このジムン

によって証書の内容が確認され保証されるのであるから，ジムンはまさに「裏書」に相当す

る意味合いを有することになるのである。

49）　ゴースワーミーとグレーワルは，サードの独立形文字はサルカールのいうようなsabihの略号

　ではなく，「真正なり」（頭diq）の略号であるという　［Goswamy＆Grewal　1967：135　n．1］。

　しかしながら18世紀末になると，この文字は＄a垣垣の意味の略号として使用されるように変わっ

　ていった，とも彼らはいう［Goswamy＆Grewal　1969：96　n．2］。
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　（瓢）　関係役人の署名捺印

　登記勅令の場合，その勅令の作成過程にかかわったすべての部署の役人たちの署名と捺印

が，勅令の裏面になされる。この署名捺印は一定の準則に従ってなされるものであり，これ

について『アクバル会典』は，先に白地勅令のところで紹介した「印章の順位の条」の冒頭

部において，次のように述べている。

　　勅令と通達（parwancha）と俸禄証書（barat）には，下端から順次折り目がいくつか

　　加えられる。最初のひだは少し狭い幅で，切り取られた用紙の端のところに宰相

　　（wakil）の印章が押され，それに相対する形で，それよりもやや下ったところに財務

　　長官（mushrif－i　diwan）の印章が2番目のひだに半分かかるようにして押される。同

　　様にして，それ（財務長官の印章）よりももっと端（横端）に近いところに司法長官

　　（＄adr）の印章〔が押される〕。しかしながらシャイフ・アブドゥンナビー（Shaikh

　　‘Abd　al－NabDse）とスルターン・ホージャ　（Sul舞n　Khwaja）5D　〔が司法長宮のとき

　　に〕は，宰相と対等になるように印章を押していた。またそのひだの中央部は，ムヌイ

　　ム・ハーン（MuR‘im　KhaR）52）やアドハム・ハーン（Adham　Khan）53）と同時代のア

　　トカ・ハーン（Atka　Khan）54）のような，宰相職（wikalat）に近い位をもった人の

　　〔押印する〕場所である。皇室会計官（mir－mal）55）や管財長官（khan－saman），秘書

　　官（parwaRchi），および彼らと岡等の役人は2番目のひだに，しかも一部が最初のひ

　　だにかかるように押印する。財務長宮（diwan）と監察長宮（bakhshO〔の印章〕は

　　2番目のひだを越えることはないが，その他の財務官と監察宮（dlwan　u　bakhshl－yi

　　juz）並びに管財局長（diwan－i　buyUtat）〔の印章〕は3番目のひだに，会計監査宮

　　（mustaufi）たち〔の印章〕は4番目のひだに，そして俸禄局長（6ahib－i　taujih）〔の

50）　アクバルの信任が厚く，シャイフル・イスラーム　（Shaikh　aF王slam）の称号を有し，アクバ

　ルの宗教的権威を容認した1579年のマフザル（宣書）発表当蒔の司法長官。しかし間もなく失脚

　し，1583年獄中で暗殺された。

51）　アブドゥル・アジーム（‘Abd　al－Agim）。アブドゥンナビーの後を継いで司法七宮となった。

　1585年死去0

52）　フマーユーン時代以来のムガル朝の重臣。バー二・ハーナーン（khan－i　khanan　大ハーン）

　の称号を有し，1560年代の前半に2度宰相職についた。1575年死去。彼の伝記研究としては1．

　A．Khan　1973が詳しい。

53）　アクバルの乳兄弟。1562年，アトカ・ハーン殺害の欝で処刑された。

54）　シャムスッディーン・ムハンマド・ハーン（Shamsuddin　Mubammad　Khan）。フマーユーン

　時代以来のムガル朝の重臣。パー二・アーザム（khan－i　a‘1．am）の称号を有し，三562年宰根。し

　かし同年，宮中でアドハム・ハーンに殺害された。妻ジージー・ベーガム（J窺Begam）はアク

　バルの乳母。息子ミールザー。アジーズ・コーカ（Mirza‘Aziz　Koka）もアクバル時代の大官で

　あった。

55）　クレーシーはこの役人を「皇帝の私的な会計官」というように説明している　〔Qureshi　l966：

　52］o
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもてめん
　　印章〕は5番目のひだに〔押印される〕。そして聖なる玉璽が花押の上方で勅令の表面

　　を飾る。皇子たちもまた登記証書類（ta‘liqajat）s6）の表面に押印する。［AA：1，195］

　このように，登記勅令の裏面に関係する役人が署名と捺印をする場合には，最高位に位

置する宰相の押印箇所をはじめとして，各役人の押印する場所がそれぞれ定められていた。

司法長官となったシャイフ・アブドゥンナビーやスルターン・ホージャが宰相と対等の場

所に押印するというような例外はあったようであるが，このような印章の順位による押印

箇所の指定の決りは，少くともアクバル時代はほぼ守られていたように恩われる。たとえ

ばアクバルの治世第40年（1595－96）にゾロアスター教徒宛に発給された勅令の裏面は，

上に記されているような押印の順序が守られていたことを示している［Modi　l903：facing

76］。

　以上によって勅令の形式に関する説明をひとまず終え，今度は勅令の具体例を紹介してい

くことにしよう。

V　勅令　3　例

　（1）　シャージャハーン治世第4年イスファンダールムズ月（ペルシア暦12月）IO日

（1632年2月18日）57）発給の勅令。

　この勅令の写真版はAhmed（Shakeb）1977の巻末プレートNo．1とNo．2にそれぞれ

表面と裏面を戴せている。またその本文中にも，ペルシア語原文の書き写しとその翻訳を収

めている［Ahmed（Shakeb）1977：1－5］。ここでは，これらによってこの勅令の概要を

示すことにする。

　（i）　大きさ　39．5×82．5センチメートル。

　（ll）書体　本文はナスターり一ク体。

　僅）頭書　朱筆でAllah“Akbar

　（lv）花押　7．0×5．5センチメートル。朱筆と墨筆の併用58）。

　（v）玉璽　5．7センチメートル平方。陰刻。花押の右隣に押印。中央にシャージャハー

ンの称号，周辺聴計廻りにジャハーンギールからティムールに至るティムール朝歴代スル

ターン名。

56）　ここでは，皇子名で発給される令爵が主として想定されている。

57）　インドでも採用されてきたイギリスの暦法に従い，ユリウス暦によっている。このため，1582

　無正0月5H以降1700年2月28日まではグレゴリウス暦よりも10日遅く，1700隼2月29日以

　wa　1752年9月2日間では11日遅い。

58）　アフメド（シャケーブ）の読み取りによると，その記述はFarman－i　Abu’1－Mug．affar

　Shihabuddin　Mubammad　＄abib　Qiran－i　Sani　Shahjahan　Badshah　Ghazi．
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　（Vi）　本文　5行。簸初の2行は約3分の1の長さ。全文は以下の通り。

　　マールワ州マンダソール（Mandasor／Mandsaur）59）累（sarkar）カヤームプール

　　（Qayarnpar！Kiampur）郡（pargana）は，ジャーニー・ベーダ（J2ni　Beg）の患子

　　にして，タリンガーナ（TaliRgana／Telenganα）60）に勤務するラーイクル・イナーヤ・

　　ワルマルハマ（La’iq　al一‘1蕗ya　wa　al－Marbama）61）アマーン・ベーダ（A田議Beg）

　　の32万8，795ダーム62）相当の領地（jagir）に設定されているが，これにつき安堵の上

　　奏があったが故に，世界を従え栄光を極める〔皇帝の〕命令が次のように下された。帝

　　国の諸官庁は，如上の郡が終身上記の者の所領に帰すものであり，変更と改変によるい

　　かなる不利益をも被ることのないものであると承知せよ。この件に関しては安堵された

　　ものと知り，それに従って事を運ぶようにせよ。勅命に忌違すること上れ。治世第4年

　　イスファンダールムズ月10日63）。

　この本文は領地の終身安堵を保証した内容のものである。注昆されるのは，マールワ州の

西北端に位置するマンダソール県の32万余ダーム税収の見込まれた土地が，遠く隔たった

ベラール州南端のタリンガーナ県に任地をもつ受領者アマーン・ベーダの領地として，終身

安堵されていることである。本文末尾のH付の直前にある文章「勅命に背違すること勿れ」

は，勅令の終結部に必ず配されるいわゆる「念押し」の典型的な表現である64）。

　（傾）裏面　裏面の中爽部には6行書きのジムン。ここでは勅令本文の内容が要約して摘

記されている。これによって，軍人・・官僚の俸禄を統轄する監察長富（bakhshl　al－mulki）

にサーディク・ハーン（＄adiq　Khan）が在任し，ミール・アフマド（Mir　Ahmad）が当番

の書記窟（Raubat－i　waqi‘a－nawis）のときに，この勅令が作成されたものであることが分

る。また裏面に施された署名捺印によって，この勅令の写し（naql）が治世第4年イス

59）斜線の後のイタリック体は現在表記。以下同様。

60）ハイダラーバード（ゴールコンダ）州境に近いベラール州最南地方。

61）称号。「恩恵と好意を受けるに足る者」の意。

62）　ムガル朝では，土地の課税評価額が銅銭ダーム（dam）で示されていた。この額は約8，220ル

　ピーに根当する。

63）　ペルシア語原文の転写は以下の通り。

　Chan　ba」arl－i　muqaddas　rasid　ki　pargana－yi　Qayampar　sarkar－i　Mandasor　saba－yi

　Malwa　mablagh－i　sih　lak　u　bist　u　hasht　hazar　u　haft一＄ad　u　nawad　u　panj　dam　ba－jagir－i

　La’iq　alJlnaya　wa　al－Marbama　Arnan　Beg　walad－i　Jani　Beg　ki　ta‘inati　Talingana　ast

　rnuqarrar　ast．　Hukm－i　jahan－m’utaLi　gardan　irtifa‘一i　sharaf－i　isdar　u　‘aza－yi　rad　yaft　ki

　diwaniyan－i　‘iz．am－i　rnamalik－i　niz．am　pargana－yi　rnazkGr－ra　ba－ta＄arruf－i　mushar　ilaihi

　baz－guzashta　ta　o　zinda　bashad　az　shawa’ib－i　taghyir　u　tabdil　ma6’Un　u　mabras　shinasand．

　Mi－bayad　ki　barin　mthjib　muqarrar　danista　az　jawanib　barln　jumla　rawand．　Az　farmttda

　takhalluf　tt　inbiraf　na－warzand．　Tabriran　fi　ta’rikh－i　le　lsfandarmuz　mah－i　ilahi　sana　4．

64）　この表現Az　farmGda　takhalluf　u　inbiraf　na－warzandは，パターン化した念押しの文章の一

　つとして，ティルミジが紹介している〔Tirmizi　1989：250］。
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ファンダールムズ月25Hに財務省（daftar－l　diwan－i　a‘la）に回送され，治世第5年ファル

ワルディーン月（ペルシア暦1月）10日に監察省（daftar－i　bakhshi　a1－mulki）に回送され，

さらに暁月12日付で監察長官サーディク・ハーンの署名と捺印のなされたことが判明する。

　このような裏面の記録によって文書の伝来を考えてみると，この勅令の原文書は領地の受

領者アマーン・ベーダ宛に発給された勅令正本そのものではなく，紅中に残して保管された

その写しである確率が高い。しかしこの文書伝来の問題はもっと多面的に考えてみる必要が

あるので，ここではこれ以上深く入らないことにする。

　（2）　アウラングゼーブ治世第21年ズール・カーダ月4日（1677年12月19日）発給の勅令。

　この勅令の原文書は大英引書館に所蔵。写本番号Per　MS　l．　O．4370。　Ahmed（Shakeb）

1982にも紹介されているので，これも参照しながら，この勅令の概要を次に示す。

　（i）大きさ　48．0×88．0センチメートル。

　（h）書体　本文はターり一ク体。

　（di）頭書　朱筆と墨筆でBismi一’llahi’r－Rahmani’r－Ra摯imi

　（iv）花押　8．0×6。5センチメートル。朱筆と墨筆の併用。

　（v）玉璽　6．8センチメートル平方。陰刻。花押の真下に押印。中央にアウラングゼー

ブの称弩Abu’1－Zafar　Mubyl’uddin　Mubammad　Aurangzeb　‘Alamgir　Bahadur

Padshah　Ghaziと治世第i2年，國暦1080年　（1669－70）の年号。その周辺時計廻りに

シャージャハーンからティムールに至るティムール朝歴代スルターン名65）。

　（Vi）　本文　9行。最初の2行は約半分の長さ。全文は以下の通り。

　　このたび至上の勅令が廻せられた。アラハーバード州コーラ　（Kora）渠ジャージマウ

　　（Jajmau）郡66）のカージー職は，ムハンマド・イスハク　（M晦ammad　Is麺q）の死去

　　に伴い，ムハンマド・アーシム　（M如ammad‘A＄im）に委ねられ，上記の郡の100

　　ビーガー（約24町歩）相当の土地が死去したカージーから回収されて，職務の遂行と

　　いかなる証書押印料（muhrana）も婚姻承認料（nikakana）も徴収しないこと67）を条

　　件に，裏書（4imn）に記す如くこの土地が彼の恩賞地（madad－i　ma‘ash）として決定

　　された。これによって，彼はカージーの職責を本来あるべきように全うし，イスラーム

　　法の普及や，訴訟に対する糊決，争論の仲裁保護者なき者の婚姻，遺産の分翻，覇決

　　文および公正証書（siji1至at）の作成，人々の信仰への奨励と金曜礼拝および誉田礼拝へ

65）A．D．　Khan　1994：facing　56にこの玉璽の写真を収めている。玉璽中の年盛は，この玉璽が刻

　印された年を示す。

66）　コーラ楽は東北と西北でアワド州とアーグラ州に隣接するアラハーバード州北部の県で，

　ジャージマウ郡は同誌内の北域に位置する。この地方は肥沃なドーアーブ地方に属す。

67）　カージーの三四が必要とされる二二の作成や結婚式を主宰してその承認を与える際に，課徴金

　を要求せず厳正に執行すること。
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の誘い，パッド（badd）刑罰およびタージール（ta‘zlr）刑罰68）の施行，行方：不明者お

よび孤児の財産の調査，遺産栢続人の決定，公正の確立の諸点において，万全の努力を

強めていかなくてはならない。現在および将来の州総督（bakim）たちやアーミル

（‘amil徴税富）たち，受領者（jaglrdar）たち，カm一り一（karori徴税官）たち

は如上の者を当該地のカージーと認め，前述の土地を彼の用益（tasarruf）のために明

け渡さなくてはならない。この点に関し，いかなる変更も決して加えてはならない。ま

た地租（mal　u　jihat）69）の徴収や，あるいは役人接待料（qunalgha）70），進物料（pesh－

kash），丈量負担金（jarlbana），丈量要員費負担金（4abi㌻ana）71），徴税要員費（muba§一

＄ilana），証書押印料，監督宮費負担金（daroghagana），無償傭役（begar），狩猟支

　　　　　　　　　　　　　しき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しき援傭役（shikar），？2）村長職（muqaddami）73），郡書記職（qanitRgo’i）74）といった課

徴金（ikhrajat）の徴収，並びに境界画定後の年毎の丈量（4ab㌻一i　har－sala　ba‘d　az

tashkhi§一圭chak）75）や耕作の反復〔の強制），さらには，あらゆる財政的負握や国家的要

求（mutalib2K　sul‡anl）によって，〔カージーに〕妨害が加えられることがあっては

ならない。この点（カージーの恩賞地）に関し，年毎に新たな証書を要求してはならな

い。またもし〔カージーが｝他の郡に代替地を求めても，それは認められない。如上の

郡の住民たちすべての者は，彼の署名と押印のある文書や証明書，判決文や公正証書を

ば真正なものと受け止めるようにせよ。治世第21年ズール・カーダ月4日書了せり76）。

この勅令本文は，ムガル朝時代に数多く発給された恩賞地授与の勅令に見られる典型的な

68）パッド刑罰は姦遡，飲酒，窃盗などに対するコーランに規定された刑罰。タージール刑罰は文

　書偽造，詐欺，恐喝などに対するカージーの自由市鍛による刑罰。

69）　ジハート（付加税）がマール（地租）とセットの熟語として用いられ，この熟語がマール単独

　と同じく地租の意を表わすことについては，1．Habib　1999：283－284参照。

70）　この語の用例やqunugh圭a，　qoRargha，　qonalgha等の変化形については，王．｝｛abib　1999：288，

　n．33参照。

71）　ジャリーバーナは土地丈蚤に伴う費用の負担金。ザービターナは土地丈蟹要員の報酬として土

　地1ビーガーの丈壁にっき銅銭1ダームの支払いを求めた負山金£Kabib　1999：253－254］。

72）狩場にあてられた地域の農民が1回限りの狩猟行事のために，狩場の整備や道路の補修，荷持

　の運搬，動物の囲い込みなどの傭役を課されること［Habib　l999：289，　n．44］。

73）村長の役得として，当該村落の徴税額の5パーセント（dah－nim）を徴収すること［Habib
　l999：　i62　一　163］0

74）　郡書記の役得として，当該郡の徴税額の1パーセント（sad－do’iの半分）を徴収すること
　［Habib　1999　：　334　一　335］　．

75）　この語句を本文中のように解釈することについては，1．Habib　1999：256，　n．82参照。

76）ペルシア語原文の転写は以下の通り。

　Dar　in　waqt　farman－i　wala－shan　6adir　shud　ki　khidmat－i　qaga’一i　pargana－yi　Jajmau　tabi‘一

　i　sarkar－i　Kora　musaf　ba－6Bba－yi　Allahabad　az　intiqal－i　Mubammad　lsbaq　ba－Mulla

　Muhammad　‘A6im　wa　mu’azFyi　yak－sad　bigha　zamin　az　pargana－yi　mazbar　az　baz－yaft－i

　qazi－yi　mutawaffi　ba－shart－i　khidrnat　wa　‘adam－1　abad　muhrana　u　nikabana　dar　wajh－i　／”



ムガル朝時代の文書行政について 37

文体であるということができる。とりわけ，愚賞地受領者，この場合は新任カージーのムハ

ンマド・アーシムが免除されている各種の課徴金の具体例を列記する方式は，すでにアクバ

ル時代初期の1559年発給の勅令中に見られ，以後ムガル朝時代を通じてほとんど同じ表現

が用いられていたという〔Habib　1999：343，　R．7］。

　　（痂）裏面　裏面の中央部にシカスタ体細字8行書きのジムン。その左下に斜め書き

ナスタリーク体5行の，恩賞地に関する内容の略記。当番の書記窟はハビープッラー

（幕abibu’llah）。司法長富リズウィー・ハーン（Rigwi　K：han）はじめ4人目大型の印章が

下部と中央部に押されている。

　なお，裏面右上隅には，「プライス（Price）殿より1815年6月15臼寄贈」とペン書きさ

れ，中央上部にイギリス東インド会社図書館の蔵書印が押されている。

　　（3）　アウラングti　一ブ治世第27年第2ジュマーダー月21日（1684年5月26日目発給の勅令。

　原文書は大英図書館に所蔵。写本番号はPer　MS玉．　O．4435。　Ahmed（Shakeb）1982に，

これも紹介されている。

　　　　　　大きさ
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　43．0×62．5センチメートル。

本文はターリーク体。

写真版では不明。

Z5×7．0センチメートル。朱筆と墨筆の併用。

（2）の勅令のものと同一。

7行。最初の2行は約半分の長さ。全文は以下の通り。

　　　　　令が回せられた。アワド州ラクナウ県サンディーラ （Sandira）郡の

x
　　madad－i　ma‘ash－i　hasb　aFgimn　muqarrar　bashad　ki　ba－lawazim　u　marasim－i　an　ka－ma

　　yanbaghi　pardazad　wa　dar　nashr－i　shar‘iyat　wa　qaV　u　fa61－i　qazaya　u　mu‘amalat　wa　raf‘　u

　　da’f‘一i　da‘awi　u　khu＄arnat　wa　‘uqGd－i　ankiha　bila－wall　wa　qismat－i　tarkat　wa　kitabat－i

　　＄uk“k　u　sijillat　wa　tabriz　u　targhlb－i　mardum　ba－ta‘at　u　‘ibadat　wa　iqamat－i　jum‘a　u

　　jama‘at　wa　ijra－yi　lpudad　u　ta‘zirat　wa　taipqiq－i　amwal－i　ghaib　u　aitam　wa　ta‘aiyun－i

　　ausiya　wa　na6b－i　qawam　masa‘i－yi　maufara　ba－taqdirn　rasanad．　Bayad　ki　hukkam　wa

　　‘ummal　wa　ja－glrdaran　wa　karoriyan－i　hal　u　istiqbal　mushar－iiaihi－ra　qagi－yi　anja　danand

　　wa　ara4i－yi　mazkttra－ra　ba－ta＄arruf－i　o　baz　guzarand　wa　aslan　u　rnuVaqan　taghaiyur　u

　　tabdil　badan　rah　na－dihand．　Wa　ba一‘iilat－i　mal　u　jihat　wa　ikhraja－t　misi－i　qunalgha　wa

　　peshkash　wa　jarlbana　wa　qabi；ana　wa　mubas＄ilana　wa　muhrana　wa　daroghagana　wa

　　begar　wa　shikar　wa　muqaddami　wa　qanango’i　wa　zabt－i　har－sala　ba‘d　az　tashkhis－i　chak

　　wa　takrar－i　zira‘at　wa　kull　takalif－i　diwani　wa　mutaiibat－i　sultanl　muzahim　na－shawand

　　wa　darin　bab　har－sai　sanad－i　mujaddad　na－talaband．　Wa　agar　dar　mahali－yi　digar　chizi

　　dashta　bashad　an－ra　i‘tibar　na－kunand．　Tariq－i　jumhGr－i　sakana　u　rnutawaVtin－i　pargana－

　　yi　ma4kar　an－ki　khutat　u　qabalat　wa　6ukgk　u　sijillat－ra　ba－khat　u　muhr－i　o　mu‘tabar

　　shurnurand．　Chaharum　ZG　al－qa‘da　sal－i　bist　u　yakum　az　julifs－i　iqbal－i　manas　samt－i

　　tabrir　yaft．
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　　150ビーガー（約36町歩）槽当の，耕作に適した休閑中の免税地が，裏書に記す如く

　　アジャーイーブ夫人（Musammat‘Ajaylb）その他の者たちへの恩賞地として決定さ

　　れた。これによって，彼女たちはそこから上がる収益をただ輿分たちの生活の糧とし，

　　永遠に尽きぬ帝國の安定のための祈薦に専念するように。現在および将来の州総督たち

　　やアーミルたち，受領者たち，カロ・一一リーたちは上述の土地を測螢し，境界を画定し，

　　彼女たちの磁心に供さなくてはならない。この点に関し，いかなる変更も決して加えて

　　はならない。また地租の徴収や，あるいは役人接待料，進物料，丈量負握金，丈量要員

　　費負握金，徴税要員費，証書押印料，監督宮費負晶晶，無償傭役，狩猟支援傭役，5

　　パーセント課徴金（dah－nlml）77），村長職郡書記職といった課徴金の徴収，並びに境

　　界画定後の毎年の丈量や耕作の反復〔の強制〕，さらには，あらゆる財政的負担や国家

　　的要求によって，妨害が加えられることがあってはならない。この点に関し，年毎に新

　　たな証書を要求してはならない。またもし〔彼女たちが〕他の郡に代替地を求めても，

　　それは認められない。治世第27年第2ジュマーダー月21日記せり78）。

　この勅令も恩賞地授与を定めたものであって，（2）で紹介したアウラングゼーブ治世第

21年の勅禽と比べるとやや短い文面であるが，双方には相似た表現の共通していることが

分る。とりわけ「現在および将来の州総督たちやアーミルたち」以下の表現は非常によく似

ており，課徴金の取り立てを禁じた表現に至っては，ほとんど全く岡一である。これは，重

賞地授与などの勅令には所定の雛形の文例があって，関係の役人たちはこれに従って勅命の

本文を草していたことを示している。治世第21年の勅令は新任のカージーにiOOビーガー

の土地を愚賞地として与えるものであったが，この治世第27年の勅令はアジャーイーブ夫

77）村長職（muqaddami）と対にして使絹され岡一のことを指す場合が多いが，もとの意味は村

　毎の地積徴収額の5パーセントを村長と郡書記との間で折半する形の課徴金。5パーセントは最

　高限度で，実際の徴収率は各地方によって異っていた［Kabib　1999：162，　n．14］。

78）ペルシア語原文の転写は以下の通り。

　Dar　in　waqt　farman－i　wala－shan　6adir　shud　ki　muwazl－yi　yak一＄ad　u　panjah　bigha　zamin－

　i　uftada　la’iq－i　zira‘at　kharij－i　jarn‘　az　pargana－yi　Sandlla　sarkar－i　Lakhnau　muzaf－i　＄Gba－

　yi　Awadh　dar　wajh－i　madad－i　ma‘ash－i　Musammat　‘AjaMylb　wa－ghairha　basb　al－zimn

　muqarrar　bashad　ki　ha＄ilat－i　an－ra　sirf　ma‘ishat－i　khwudha　namGda　ba－du‘a’一i　nazn－i

　dauiat－i　abad　t．araz　ishtighal　numayand．　Bayad　ki　bulckam　wa　‘ummal　wa　jagirdaran　wa

　karoriyan－i　bal　u　istiqbal　zamln－i　mazkara－ra　paimada　wa　chak　basta　ba－tasarruf－i　anha

　guzarand　wa　aslan　u　mutalaqan　taghaiyur　u　tabdil　badan　rah　na－dihand．　Wa　ba＝illae－i

　mal　u　jihat　wa　ikhrajat　misl－i　qunalgha　wa　peshkash　wa　jaribana　wa　gabitana　wa　muhas－

　6ilana　wa　muhrana　wa　daroghagana　wa　begar　wa　shikar　wa　dah－niml　u　muqaddaml　wa

　qanrkngo’i　wa　gabt－i　har－sala　ba‘d　az　tashkhis－i　chak　wa　takrar－i　zira‘at　wa　kull　takalif－i

　diwanl　wa　rnutalibat－i　sultani　muzabim　na－shawand　wa　darin　bab　har－sal　sanad－i

　mujaddad　na－talaband．　Wa　agar　dar　mahali－yi　digar　chlzl　dashta　bashad　an－ra　i‘tibar　na－

　kunand．　Bist　u　yakum　Jumada　al－saniya　sal－i　blst　u　haftum　az　julgs－i　wala　niwishta

　shud．
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人以下12人の女性たちに150ビーガーの土地を愚賞地として与えるものであった。

　12人の女性たちがどういう人々であったのか，この勅令からは判然としない。恐らく，

ラクナウ県サンディーラに所在する慈善施設か宗教施設に属する人々と考えて間違いないで

あろう。

　上の二つの恩賞地授与の勅令本文に示されている事例から，この種の勅令は次のような内

容を含むものであることが分る。第1は州・累・郡によって明示された恩賞地の所在地と面

積，第2は恩賞地を受ける者の名前，第3は免税特権を有した用益権の承認，第4に恩賞地

の授与を認められる代りに，カージーにはその本来の職責を全うすること，宗教者等には帝

国の安定の永続のために專心祈蕎することが期待されていたこと，第5に恩賞地受領者は課

徴金，付加税等の徴収が免除され，年毎の新証書の提示を求められないこと，第6に恩賞地

受領者は別のところに代替地，ないし交換地を求めることができないこと，以上の6点であ

る。先に（1）で紹介したシャージャハーン治世第4年の勅令に見られるように，領地の授

与を認める勅令本文でも，第2点までは共通している。

　（哺）裏面　裏面の申央部にはシカスタ体で記された5行書きのジムンがある。そしてそ

のすぐ下には，別筆で「子の年の秋作から」（az　kharlf－i　sijqan－yll）と大きく斜めに書か

れている。この十二支回暦の表記によって，この愚賞地の耕作の実際の発効が1684年（甲

子年）の秋作からであったことが明らかとなる。

　さらにこの十二支獣暦の表記のさらにすぐ下には，6人ずつ2行にわたって恩賞地受給者

である女性たちの名前と，150ビーガーの土地のうち各自が受領する地積のビーガー数によ

る内訳が，アラビア文字の字母数値（siyaq）によって示されている79）。

　裏面の最：下段中央にはターり一ク体の2行書きがあって，これによってこの勅令が謂法省

の官房（risala－yi§adarat）で用意され，時の謂法長官がシャイフ・マフドゥーム

（Shaikh　Makhdgm），当番の書記官がムハンマド・カーシム　（Muりammad　Qasim）で

あったことが分る。印章はシャイフ・マフドゥームのものをはじめ，4っの比較的大型のも

のが押印されている。

79）各女性の名前にはすべて敬称の夫人（musammat）が冠されているが，これを省略して各農の

　保有ビーガー数を示すと，以下の如くである。アジャーイーブ20，アッカン（Akkan）15，

　ファージラ（Fa4ila）15，ジャーニー（Jani）15，ハディージャ（Khadija）15，ハフィーザ（耳afiza）

　10，バドリー（Badli）IO，マンドゥー（Mand自）王0，サマドゥー（＄amada）10，ファージラ10，

　ハディージャIO，フロ・一一ズ・ハートゥーン（Furoz　Khatan）IO。同一名が2組あるが，もちろん

　別人である。
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お　わ　り　に

　W節で勅令の形式を説明した際，裏面に署名捺印する関係役人たちの印章の位置が，『ア

クバル会典』の「印章の順位の条」にあるように，細かく規定されていたことを紹介した。

そこでの引用箇所によれば，勅令等には下端からいくつかの折り目が順次っけられていき，

最初のひだは少し狭い幅に設定されていたという。このように折り目は一体どのようにして

つけられたのであろうか。

　その具体的な方法について史料は黙して語らないが，恐らくは，勅令の表面を内側にして

下から適当に巻いていき，しかる後にこれを押えつけて折り騒をつけたものと思われる。こ

のように推定するのは，イランでは文書の書き面を内にして巻き，これを押えつけて平にす

る方式がとられていたということであり［Busse　1991：312］，ムガル朝でも同様の方式が採

用されていたのではないか，と考えられるからである。折り目が花押や玉璽の上にくること

は，i当然のことながら避けられたであろう。折り目をいくっつけ，ひだの数をいくつにした

かは，勅令の長さによって異ったはずである。先に紹介した「印章の順位の条」で示されて

いる印章の揮印箇所は，長大な典型的証書の事例を示したものであろう。実際の証書に押印

される印章の数はこれよりもはるかに少なく，従って印章の揮印されているひだの数もそれ

ほど多くはない。V節で紹介した勅令3例のうち，2番目の勅禽は全体で5折6ひだ，3番

目の勅令は4折5ひだであったのではないかと推定される。1番呂の勅令は現物の写真版を

取り寄せることができなかったので，推定は不可能である。

　この時代の勅令は，ヒマラヤ山麓で生育する喪質パルプ材を原料にした上質の厚手の紙を

使用し，これを硯卜した上に書かれたものである。これを，最下段のひだの幅が狭くなるよ

うにゆるく巻いて押えつければ，確かに上部のひだほど幅が広くなっていく。

　勅令の伝達方法並びに受け取り方について，『アクバル会典』は「印章の順位の条」の最

後のところで，次のように記している。

　　封印されたもの（勅令）は，金製の外被（ghilaf）で包装される。皇帝は豊潤を神への

　　敬いと考えられるからである。高等宮（man＄abdar）たちや禁衛隊員（的adのたちや

　　歩兵（piyada）たちが〔当該の〕人物のところに届ける。福音を伝える一行が鋼着す

　　ると，適当と認められたところまで出向いてさまざまな饗恋を施し，〔勅令を〕頭頂に

　　いただいて感謝の気持を叩頭拝（su麺d）で示し，恩寵の程度または希望実現の状況に

　　応じて〔伝達者たちに〕謝礼する。皇帝の命によって，上奏文（‘ara’ig）の封筒（kharit）

　　もまた同様の仕方で包装される。〔これによって書面に〕改変が加えられることはない。

　　この優れた考案によって混乱は消滅し，種々の邪悪な試みは停止した。［AA：王，1963

　このように，勅令の伝達も受取りも極度に形式化した方法でなされていた。ジャドゥナー

ト・サルカールは，ムガル朝に臣従するデカン地方の王侯のなかには自分の都から6～8マ
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イル離れたところに勅令館（farman－barOと呼ばれる館を建てて，毎回そこまで自ら出向

いて，事前に知らされていた勅令の伝達を受けていた者がいた例を紹介している［Sarkar

1963　：　223　n．］．

　以上，文書主義の社会であったとされるムガル朝時代の勅令について，その発給の手順や，

形態表記の形式などの検討を行ない，また勅令の実例として三つを紹介した。しかしなが

ら，半続の困難な印章の印字や，崩し書きのシカスタ体で書かれた勅令の裏面の方の検討は，

今回は十分には果たすことができなかった。勅令の発給，伝達とは逆の方向に文書が流れる

上奏文についての検討や，古代インド以来の印章の役割，書記制度の発達などの究明ととも

に，残された課題である。

　最後になったが，勅令本文の判読などに援助して下さった大阪外国語大学のハーシェム・

ラジャブザーデ客員教授に厚く御礼申し上げる。
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